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推
進
協

と
し
て

の
基
本

的
な
考

え
方
や

要
望
な

ど
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

　

藤
村
委
員
長
は
「
平
成
27
年
度
介
護
報
酬
改

定
に
向
け
、
分
科
会
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
関
す
る
論
点
は
６
点
。
特

に
看
取
り
な
ど
医
療
と
の
連
携
の
在
り
方
や
多

床
室
の
入
所
者
へ
の
室
料（
光
熱
水
費
相
当
額
）

負
担
化
な
ど
は
重
要
で
あ
り
、
支
部
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
い
た
だ
き
、
推
進
協
と
し
て
議
論
を

重
ね
て
意
見
を
ま
と
め
た
い
」な
ど
と
述
べ
た
。

ま
た
消
費
税
再
引
き
上
げ
の
対
応
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

支
部
側
か
ら
は
「
地
域
に
よ
っ
て
は
医
師
の

配
置
が
難
し
く
、
看
取
り
を
体
制
と
し
て
完
備

す
る
の
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
」「
多
床
室

と
比
べ
、
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
は
看
取
り
が
し
や

す
く
、
そ
こ
を
強
調
す
べ
き
だ
」「
東
京
で
は

１
ユ
ニ
ッ
ト
の
定
員
を
10
人
以
下
か
ら
12
人
以

下
に
緩
和
す
る
動
き
が
あ
る
」
な
ど
の
意
見
や

情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
。

▽
受
講
料
の
２
割
程
度

　

議
案
の
審
議
で
は
、
第
３
議
案
（
人
材
育
成

支
援
奨
励
金
に
つ
い
て
）
に
意
見
が
集
中
し

た
。
会
員
か
ら
ユ
ニ
ッ
ト
研
修
に
絡
ん
で
「
会

員
も
非
会
員
も
受
講
料
が
同
額
だ
が
、
会
員
の

メ
リ
ッ
ト
を
考
え
る
べ
き
だ
」
と
の
意
見
も
出

て
お
り
、
奨
励
金
制
度
の
創
設
が
検
討
さ
れ
て

い
た
。

　

協
議
の
結
果
、
①
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
受

講
の
受
講
料
１
人
10
万
円
、
管
理
者
研
修
受
講
者

の
同
３
万
６
千
円
の
２
割
程
度
を
人
材
育
成
支
援

奨
励
金
と
し
て
受
講
者
（
施
設
）
に
交
付
す
る
②

理
事
会
が
正
式
決
定
し
、
今
後
、
交
付
手
続
き
や

会
計
処
理
な
ど
の
実
施
方
法
や
実
施
計
画
を
策
定

す
る
こ
と
で
意
見
が
ま
と
ま
っ
た
。

　

第
１
号
議
案
（
今
年
度
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
に
つ
い
て
）、
第
２
号
議
案
（
ユ
ニ
ッ
ト

ケ
ア
研
修
締
結
拡
大
に
向
け
て
）、
第
４
号
議

案
（
会
員
・
賛
助
会
員
の
拡
大
に
つ
い
て
）、

第
５
号
議
案
・
そ
の
他
（
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー

研
修
実
地
施
設
に
つ
い
て
）
の
各
議
案
は
提
案

通
り
了
承
さ
れ
た
。

　

全
国
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
推
進
協
議
会

（
推
進
協
・
赤
枝
雄
一
会
長
）
の
平
成
26
年
度

第
１
回
支
部
長
会
（
田
伏
清
全
国
支
部
長
会
代

表
）
が
８
月
22
日
、
大
阪
市
北
区
の
大
阪
市
中

央
公
会
堂
で
開
か
れ
、
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
受

講
者
に
人
材
育
成
支
援
奨
励
金
を
支
給
す
る

「
人
材
育
成
支
援
奨
励
金
制
度
」（
仮
称
）
を
創

設
す
る
案
な
ど
５
議
案
＝
第
１
回
支
部
長
会
の

審
議
結
果
（
概
要
）
を
参
照
＝
を
決
定
し
た
。

推
進
協
は
９
月
５
日
の
第
２
回
執
行
委
員
会
で

新
制
度
の
創
設
を
承
認
し
、
平
成
27
年
度
導
入

を
目
指
し
て
申
請
手
続
き
や
会
計
処
理
な
ど
具

体
的
な
実
施
計
画
の
詰
め
を
急
ぐ
方
針
。

▽
分
科
会
ヒ
ア
リ
ン
グ
へ
の
対
応

　

支
部
長
会
に
は
、東
京
、新
潟
、岐
阜
、大
阪
、

鳥
取
、
沖
縄
な
ど
の
支
部
役
員
や
推
進
協
事

務
局
職
員
ら
約
20
人
が
出
席
。
田
伏
代
表
の

挨
拶
の
あ
と
、
議
案
審
議
に
先
立
ち
、
藤
村

二
朗
・
介
護
保
険
委
員
長
が
９
月
29
日
に
開

か
れ
る
社
会
保
障
審
議
会
介
護
給
付
費
分
科

会
の
事
業
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
臨
む
に
当
た
り
、

（
注
）
日
付
順
で
は
な
く
、
会
議
ご
と
に
掲

載
し
ま
し
た
。

■
第
１
０
５
回
介
護
給
付
費
分

科
会
（
８
月
７
日
）

【
概
要
】
平
成
27
年
度
介
護
報
酬
改
定
に
向

け
て
、
厚
生
労
働
省
は
主
な
論
点
と
し
て
老

人
保
健
施
設
３
点
、
介
護
療
養
型
２
点
を
示

し
た
。
ま
た
、
９
月
10
日
と
29
日
、
全
国
個

室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
推
進
協
議
会
な
ど
関
連

14
団
体
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
。

議
題
１　

介
護
老
人
保
健
施
設
と
介
護
療
養

型
医
療
施
設
に
つ
い
て

【
介
護
老
人
保
健
施
設
の
論
点
】（
要
約
）

○
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
の
た
め
引

き
続
き
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

○
在
宅
復
帰
支
援
と
在
宅
療
養
支
援
の
機
能

を
高
め
る
方
策
に
ど
う
取
り
組
む
べ
き
か
。

○
在
宅
復
帰
支
援
と
在
宅
療
養
支
援
の
機
能

強
化
の
課
題
（
長
期
入
所
者
へ
の
対
応
、
看

取
り
や
在
宅
復
帰
機
能
を
強
化
す
る
と
ベ
ッ

ド
回
転
率
が
低
下
な
ど
）を
ど
う
考
え
る
か
。

〈
意
見
交
換
〉「
在
宅
復
帰
支
援
型
と
通
常
型

（
従
来
型
）
で
平
均
在
所
日
数
や
大
差
が
出

る
一
方
、
入
所
者
の
要
介
護
度
で
ほ
と
ん
ど

差
が
見
ら
れ
な
い
な
ど
因
果
関
係
が
不
明
な

点
も
あ
り
、
詳
細
デ
ー
タ
が
必
要
で
は
な
い

か
」
な
ど
。

【
介
護
療
養
型
医
療
施
設
】（
要
約
）

○
中
重
度
者
の
増
加
に
伴
っ
て
今
後
と
も
機

能
の
確
保
が
必
要
で
は
な
い
か
。

○
看
取
り
や
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
に
お
い
て
医

療
保
険
適
用
病
床
と
の
違
い
は
何
か
。

〈
意
見
交
換
〉「
27
年
度
末
ま
で
に
廃
止
予
定

の
介
護
療
養
病
床
は
再
編
（
存
続
）
す
べ
き

だ
」
な
ど
。

議
題
２　

そ
の
他　

全
国
老
人
保
健
施
設
協

会
が
提
出
資
料
「
介
護
老
人
保
健
施
設
の
現

状
に
つ
い
て
」
の
概
要
を
説
明
し
た
。
▽
古

い
施
設
ほ
ど
改
修
な
ど
の
費
用
が
高
い
▽

従
来
型
（
５
・
９
％
）
の
方
が
在
宅
強
化
型

（
５
・
２
％
）
よ
り
収
支
差
が
大
き
い
▽
在
宅

強
化
型
は
在
宅
支
援
だ
け
で
は
な
く
、
訪
問

リ
ハ
、
通
所
リ
ハ
を
多
く
実
施
し
て
い
る
。

■
第
１
０
６
回
介
護
給
付
費
分

科
会
（
８
月
27
日
）

【
概
要
】
厚
労
省
は
主
な
論
点
と
し
て
居
宅

系
サ
ー
ビ
ス
５
点
、
通
所
系
サ
ー
ビ
ス
４
点

を
示
し
た
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
「
お
泊
ま
り

デ
イ
」（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
宿
泊
サ
ー

ビ
ス
）を
届
出
制
と
し
、小
規
模
施
設
の
サ
ー

ビ
ス
を
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
位
置
付
け

る
方
針
。

議
題
１　

27
年
度
介
護
報
酬
改
定
に
向
け
て

【
居
宅
サ
ー
ビ
ス
系
の
論
点
】（
要
約
）

〈
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
機
能
と
連
携
の
在
り
方
〉

○
訪
問
系
と
通
所
系
を
一
体
的
・
総
合
的
に

と
ら
え
た
機
能
分
類
や
評
価
体
系
が
必
要
で

は
な
い
か
。　
　

○
各
サ
ー
ビ
ス
の
連
携
を
進
め
る
と
と
も

に
、
担
っ
て
い
る
機
能
を
客
観
的
に
評
価
を

導
入
し
た
ら
ど
う
か
。

○
認
知
症
な
ど
医
療
ニ
ー
ズ
の
高
い
高
齢
者

に
対
応
す
る
た
め
多
職
種
連
携
の
充
実
が
必

要
で
は
な
い
か
。

〈
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
〉

○
「
心
身
機
能
」「
活
動
」「
参
加
」
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
働
き
掛
け
る
リ
ハ
が
徹
底
さ
れ
て

お
ら
ず
、
再
整
理
が
必
要
で
は
な
い
か
。

○
地
域
で
の
リ
ハ
の
在
り
方
を
あ
ら
た
め
て

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

【
通
所
系
サ
ー
ビ
ス
の
論
点
】（
要
約
）

○
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
（
介
護
計
画
の
立
案
、
実
施
、

評
価
、
改
善
）
や
利
用
者
の
社
会
性
維
持
な

ど
の
指
定
基
準
を
ど
う
徹
底
さ
せ
る
べ
き

か
。

○
①
認
知
症
対
応
機
能
②
重
度
者
対
応
機
能

③
心
身
機
能
訓
練
か
ら
生
活
行
為
向
上
訓
練

ま
で
総
合
的
に
行
う
機
能
の
３
点
を
軸
と
し

て
評
価
し
た
ら
ど
う
か
。

○
「
地
域
連
携
拠
点
」
の
取
組
み
を
進
め
る

に
は
ど
ん
な
方
策
が
必
要
か
。

○
事
業
所
間
の
連
携
な
ど
に
よ
っ
て
看
護
職

員
の
配
置
を
見
直
し
た
ら
ど
う
か
。

〈
意
見
交
換
〉「
単
品
サ
ー
ビ
ス
が
多
す
ぎ
る
。

複
合
を
考
え
た
ら
ど
う
か
」「
リ
ハ
ビ
リ
の
目

標
や
エ
ビ
デ
ン
ス
が
分
か
り
に
く
い
」
な
ど
。

議
題
２　

そ
の
他　

全
国
老
人
保
健
施
設
協

会
が
資
料
「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
」、
全
国
老
人
福
祉
施
設
協
議
会
が

通
所
介
護
事
業
に
関
す
る
意
見
書
を
そ
れ
ぞ

れ
提
出
し
た
。

■
第
１
０
７
回
介
護
給
付
費
分

科
会
（
９
月
３
日
）

【
概
要
】
テ
ー
マ
は
介
護
人
材
確
保
と
地
域

区
分
の
２
つ
。
厚
労
省
が
介
護
職
員
の
賃
金

水
準
や
他
業
種
と
の
比
較
な
ど
を
デ
ー
タ
な

ど
を
基
に
説
明
し
、
課
題
に
つ
い
て
審
議
し

た
。
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
加
算
に
つ
い
て

は
継
続
を
望
む
声
が
多
か
っ
た
。（
参
考
）

介
護
人
材
確
保
の
具
体
策
に
つ
い
て
は
社
会

保
障
審
議
会
福
祉
部
会
の
専
門
委
員
会
で
検

討
す
る
。

【
介
護
人
材
確
保
対
策
の
論
点
】５
点（
要
約
）

○
介
護
報
酬
と
新
た
な
基
金
の
活
用
を
組
み

合
わ
せ
て
対
応
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

○
賃
金
水
準
を
他
業
種
と
比
較
す
る
よ
り
、

資
質
の
向
上
や
雇
用
管
理
の
改
善
な
ど
に

よ
っ
て
社
会
的
・
経
済
的
な
評
価
を
高
め
て

い
く
方
が
安
定
的
な
処
遇
改
善
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
。

○
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
は
職
位
・
職
責
・

職
務
内
容
な
ど
を
取
得
の
必
須
要
件
と
し
た

ら
ど
う
か
。

○
介
護
福
祉
士
の
専
門
性
と
社
会
的
評
価
を

ど
う
評
価
す
る
か
。
ま
た
職
員
の
早
期
離
職

防
止
・
定
着
促
進
を
報
酬
で
ど
う
対
応
す
る

か
。

○
都
道
府
県
は
新
た
な
財
政
支
援
制
度
（
基

金
）
の
活
用
と
情
報
開
示
に
よ
っ
て
介
護
人

材
を
育
て
、
支
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
地
域
区
分
の
論
点
】（
抜
粋
）

〈
平
成
27
年
度
改
定
に
向
け
た
地
域
区
分
の

課
題
〉

○
今
回
も
人
事
院
勧
告
が
定
め
た
新
ル
ー
ル

（
地
域
の
民
間
賃
金
を
反
映
さ
せ
て
国
家
公

務
員
の
地
域
手
当
を
調
整
す
る
方
式
、
26
年

勧
告
は
平
均
２
％
引
き
下
げ
）
を
前
提
に
対

応
す
べ
き
か
。

○
そ
の
際
、
大
き
く
変
動
す
る
地
方
自
治
体

も
出
る
た
め
、人
事
院
勧
告
を
見
据
え
つ
つ
、

自
治
体
か
ら
意
見
を
聴
い
た
上
で
必
要
な
経

過
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

〈
具
体
的
に
検
討
す
べ
き
課
題
〉

○
国
の
出
先
機
関
が
な
い
地
域
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
隣
接
す
る
地
域
区
分
の
う
ち
低

い
区
分
を
適
用
し
て
い
る
が
、
民
間
の
給
与

水
準
を
反
映
さ
せ
る
観
点
か
ら
ど
う
考
え
る

か
。

○
広
域
連
合
を
構
成
し
て
い
る
自
治
体
で
地

域
区
分
の
割
合
が
異
な
る
場
合
、
自
治
体
間

の
協
議
に
よ
り
、
そ
の
自
治
体
が
適
用
さ
れ

て
い
る
区
分
の
範
囲
内
で
設
定
す
る
こ
と
が

適
切
で
は
な
い
か
。

【
そ
の
他
】
東
日
本
大
震
災
被
災
地
（
福
島

県
の
双
葉
町
と
飯
館
村
）
の
要
介
護
認
定
有

効
期
限
を
27
年
３
月
31
日
ま
で
延
長
す
る
省

令
改
正
案
を
了
承
し
た
。

〈
意
見
交
換
〉「
社
会
か
ら
リ
ス
ペ
ク
ト
さ
れ

な
い
こ
と
も
離
職
の
大
き
な
要
因
だ
」「
一

律
で
は
な
く
、
介
護
の
質
で
評
価
し
て
加
算

す
べ
き
で
は
な
い
か
」「
確
実
に
処
遇
が
改

善
す
る
仕
組
み
の
検
討
と
増
額
が
必
要
だ
」

「
外
国
人
労
働
者
を
活
用
し
、
継
続
的
な
就

業
に
つ
な
げ
る
べ
き
だ
」
な
ど
。
ま
た
日
本

経
団
連
、
連
合
、
全
国
知
事
会
、
全
国
老
人

福
祉
施
設
協
議
会
が
そ
れ
ぞ
れ
意
見
書
を
提

出
し
た
。

■
第
１
回
社
会
保
障
審
議
会
福

祉
部
会
（
８
月
27
日
）

【
概
要
】「
社
会
福
祉
法
人
制
度
の
見
直
し
」

と
「
福
祉
人
材
確
保
対
策
」
の
２
つ
を
テ
ー

マ
に
決
め
た
。
年
内
を
目
途
に
意
見
を
取
り

ま
と
め
る
。
審
議
会
の
答
申
を
受
け
て
厚
労

省
は
次
の
通
常
国
会
に
関
連
法
改
正
案
等
を

提
出
す
る
。
部
会
長
に
田
中
滋
・
慶
應
義
塾

大
学
名
誉
教
授
を
選
任
。
ま
た
専
門
機
関
の

「
福
祉
人
材
確
保
専
門
委
員
会
」
の
設
置
を

了
承
し
た
。
検
討
事
項
は
以
下
の
通
り
。

【
社
会
福
祉
法
人
制
度
の
見
直
し
】
７
項
目

○
社
会
福
祉
法
人
制
度
の
意
義
（
今
日
的
な

役
割
な
ど
）

○
経
営
組
織
の
在
り
方
（
組
織
の
強
化
や
責

任
の
明
確
化
な
ど
）

○
業
務
運
営
・
財
務
運
営
の
在
り
方
（
内
部

留
保
な
ど
）

○
運
営
の
透
明
性
の
確
保
の
在
り
方
（
財
務

諸
表
の
公
表
、
経
営
診
断
な
ど
）

○
法
人
の
連
携
・
協
働
等
の
在
り
方
（
複
数

法
人
の
協
働
化
な
ど
）

○
行
政
の
関
与
の
在
り
方
（
指
導
・
監
査
な

ど
）

○
他
制
度
に
お
け
る
社
会
福
祉
法
人
の
位
置

付
け
（
退
職
共
済
な
ど
）

【
福
祉
人
材
確
保
対
策
】
２
項
目

○
介
護
人
材
等
の
総
合
的
な
確
保
方
策
（
介

護
職
員
が
中
心
）

○
介
護
人
材
に
お
け
る
介
護
福
祉
士
の
位
置

付
け
・
介
護
福
祉
士
の
資
格
取
得
方
法

〈
意
見
交
換
〉「
一
部
の
法
人
が
多
額
の
預
金

を
持
ち
な
が
ら
補
助
金
を
受
け
る
の
は
理

解
で
き
な
い
」「
特
養
が
（
１
施
設
平
均
）

３
・
１
億
円
も
内
部
留
保
し
て
い
る
と
い
う

の
は
誤
り
で
、
実
在
内
部
留
保
の
１
・
６
億

円
を
ベ
ー
ス
に
論
議
す
べ
き
だ
」「
多
く
の

法
人
で
は
本
部
が
機
能
し
て
お
ら
ず
、
経
営

者
の
意
識
改
革
が
必
要
だ
」
な
ど
。

■
第
２
回
医
療
介
護
総
合
確

保
推
進
会
議
（
８
月
29
日
）

【
概
要
】
厚
労
省
が
示
し
た
「
医
療
介
護
総

合
確
保
方
針
（
素
案
）」
を
概
ね
了
承
し
た
。

次
回
９
月
８
日
の
第
３
回
会
議
を
経
て
、
厚

労
相
が
方
針
と
し
て
告
示
す
る
。

【
素
案
】
要
点
は
５
つ

①
医
療
と
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
意
義
と

基
本
的
な
方
向
に
関
す
る
事
項
（
略
）

②
都
道
府
県
計
画
、
医
療
計
画
、
都
道
府
県

介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
の
整
合
性
に
関
す

る
事
項

（
一
体
的
に
作
成
し
て
整
合
性
を
確
保
す
る

こ
と
、
第
６
期
介
護
保
険
事
業
等
で
は
市
町

村
へ
の
支
援
策
を
盛
り
込
む
こ
と
な
ど
）

③
都
道
府
県
計
画
と
市
町
村
計
画
の
作
成
並

び
に
整
合
性
の
確
保
に
関
す
る
事
項

（
都
道
府
県
と
市
町
村
は
関
係
部
局
が
連
携

し
て
そ
れ
ぞ
れ
作
成
す
る
こ
と
、
介
護
事
業

者
ら
関
係
者
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
、

二
次
医
療
圏
と
老
人
福
祉
圏
域
を
念
頭
に
置

い
て
設
定
す
る
こ
と
な
ど
）

④
※
基
金
を
活
用
し
て
実
施
す
る
事
業
に
関

す
る
事
項

（
公
平
性
と
透
明
性
を
確
保
す
る
こ
と
、
基

金
を
充
て
て
実
施
す
る
事
業
の
範
囲
は
病
床

（
転
換
な
ど
）
機
能
分
化
、
在
宅
医
療
・
在

宅
介
護
の
支
援
、
介
護
従
事
者
の
確
保
な
ど

に
限
る
こ
と
な
ど
）

※
財
源
は
消
費
増
税
分
の
一
部
。
本
年
度
予

算
９
０
４
億
円
は
医
療
３
事
業
に
使
う
。
27

年
度
以
降
は
介
護
2
事
業
も
新
た
な
対
象
と

な
る
。
交
付
は
都
道
府
県
が
10
月
に
内
示
、

11
月
に
決
定
す
る
。

⑤
そ
の
他　

必
要
な
事
項

（
地
方
自
治
体
職
員
の
育
成
と
研
修
を
充
実

す
る
）

〈
意
見
交
換
〉「
計
画
や
評
価
で
も
（
自
治
体

任
せ
で
は
な
く
）
医
師
会
な
ど
関
係
者
の
参

画
が
必
要
だ
」「
地
域
差
が
予
想
さ
れ
、
人

材
の
育
成
が
急
務
だ
」
な
ど
。

■
第
５
回
福
祉
人
材
確
保
対
策

検
討
会
（
９
月
２
日
）

【
概
要
】
８
月
26
日
に
ま
と
ま
っ
た
「
中
間

整
理
メ
モ
」（
介
護
人
材
確
保
の
方
向
性
に

つ
い
て
）
を
受
け
て
再
開
。
主
に
介
護
福
祉

士
に
つ
い
て
議
論
し
た
。
今
後
、
さ
ら
に
議

論
を
重
ね
、
今
秋
内
に
意
見
書
と
し
て
取
り

ま
と
め
る
予
定
。

議
題
１　

介
護
人
材
と
介
護
福
祉
士
の
在
り

方
に
つ
い
て

◇
介
護
人
材
の
全
体
像
に
関
す
る
論
点
（
３

点
）
①
２
０
２
５
年
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
構
築
に
向
け
て
介
護
人
材
の
構
成
と
役

割
分
担
を
ど
う
考
え
る
か
②
人
材
活
用
の
た

め
能
力
の
高
い
人
を
必
要
と
す
る
分
野
に
重

点
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
③
中
核
的
役
割
は

介
護
福
祉
士
が
担
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

★
厚
労
省
が
示
し
た
「
介
護
人
材
の
位
置
付

け
」（
機
能
分
化
の
イ
メ
ー
ジ
、３
層
に
分
類
）

Ａ
層　

介
護
福
祉
士
（
介
護
職
員
に
占
め
る

割
合
↓
５
割
達
成
を
目
指
す
、
現
状
は
38
％

弱
）

Ｂ
層　

研
修
修
了
者
で
一
定
の
水
準
に
あ
る

者Ｃ
層　

基
本
的
な
知
識
・
技
能
の
み
の
者　

◇
介
護
福
祉
士
の
位
置
付
け
に
関
す
る
論
点

（
３
点
）
①
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
各
層
が
担
う
べ

き
役
割
は
何
か
②
各
層
の
必
要
な
能
力
の
広

が
り
と
程
度
を
ど
う
考
え
る
か
③
介
護
福
祉

士
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
う
べ
き
か
、
必

要
な
措
置
は
何
か
。

★
厚
労
省
が
示
し
た
役
割
（
要
点
）
と
能
力

（
◎
、
○
、
△
、―

の
４
段
階
）

Ａ
層　

質
の
高
い
介
護
を
実
践
、
チ
ー
ム
の

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
能
力

　

◎
業
務
遂
行
力
◎
他
職
種
と
の
連
携
◎
指

導
力
○
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力

Ｂ
層　

計
画
的
な
介
護
や
的
確
な
介
護

　

○
業
務
遂
行
力
○
他
職
種
と
の
連
携
△
指

導
力―

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力

Ｃ
層　

基
本
を
習
得
し
、
指
示
を
受
け
な
が

ら
実
践

　

△
業
務
遂
行
力
△
他
職
種
と
の
連
携―

指

導
力―

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力

〈
意
見
交
換
〉「
介
護
福
祉
士
に
つ
い
て
は

管
理
職
の
在
り
方
も
議
論
し
た
ら
ど
う
か
」

「
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
異

な
る
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
。　

議
題
２　

そ
の
他
（
略
）

『
ニ
ュ
ー
ス
を
読
む
』
は
お
休
み
し
ま
す
。

（4）
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SU

ISH
INKYO

1 面 支部長会開催報告

 執行委員会開催報告 

2 面 第 23 回介護保険委員会

 ユニットケア研修会議報告

 沖縄支部地域ネットワーク会

 １行ニュースまとめ

3面 【大阪府】御殿山カーム

 【東京都】新宿けやき園

4面　介護関連審議会ﾀﾞｲｼﾞｪｽﾄ

事
務
局
よ
り

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
し
ま
す

（
無
料
）

　

推
進
協
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
お
持
ち

で
な
い
会
員
施
設
様
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作

成
の
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
ま
す
。

　

ご
希
望
の
施
設
様
は
、
推
進
協
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

推
進
協
活
動
報
告

（
平
成
26
年
8
月
〜
9
月
）

【
研
修
会
、
勉
強
会
等
報
告
】

■
8
月
21
日
（
木
）

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
事
業
推
進
室
会
議
（
東
京
都

港
区
・
Ａ
Ｐ
品
川
）

■
8
月
28
日
（
木
）

第
３
回
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
事
業
推
進
室
会
議

（
東
京
都
港
区
・
Ａ
Ｐ
品
川
）

★
12
月
9
日
〜
11
日
開
催
予
定
の
第
２
回
ユ

ニ
ッ
ト
ケ
ア
施
設
管
理
者
研
修
（
横
浜
）
開
催

会
場
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

新
会
場
・
大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ

※
詳
細
は
受
講
決
定
通
知
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
研
修
情
報

■
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

　

推
進
協
入
会
時
の
登
録
情
報
が
変
更
に

な
っ
た
場
合
は
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い(

理
事
長
名
、
施
設
名
、
定
員
数
等)

。

◇
電
話
・
０
４
５
・
９
２
１
・
０
４
６
２

◇
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
０
４
５
・
９
２
１
・
０
４
７
２

◇
メ
ー
ル
・info@

suishinkyo.net

「
人
材
育
成
支
援
奨
励
金
制
度
」
創
設
へ

リ
ー
ダ
ー
研
修
拡
大
な
ど
５
議
案
を
了
承

大
阪
で
本
年
度
第
１
回
支
部
長
会
開
く

　

8
月
21
日
、
推
進
協
は
厚
労
省
か
ら

の
「
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
の
あ
り

方
研
究
（
平
成
26
年
度
老
健
事
業
）」
の

協
力
依
頼
に
対
し
、
推
進
協
と
し
て
協

力
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

　

8
月
21
日
、
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
事

業
推
進
室
会
議
＝
2
面
に
報
告
記
事
＝

に
、
厚
生
労
働
省
の
懸
上
忠
寿
高
齢
者
支

援
課
課
長
補
佐
、
同
西
村
緑
主
査
と
、
株

式
会
社
三
菱
総
合
研
究
所
か
ら
2
名
の
合

計
4
名
が
参

加
し
、
今
後

の
ユ
ニ
ッ
ト

リ
ー
ダ
ー
研

修
の
あ
り
方
に
つ
い
て
推
進
協
に
対
し
協

力
依
頼
が
あ
っ
た
。

　

現
行
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
か
ら
10

年
が
経
過
し
て
お
り
、
厚
労
省
は
現
状

に
即
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
へ
の
変
更
を

検
討
し
て
い
る
。

【
協
力
依
頼
事
項
】

①
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
内
容
を
検
討
す
る
ワ
ー
キ
ン

グ
チ
ー
ム
に
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
。

②
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
変
更
に
伴
う
試
行
授
業

の
実
施
モ
デ
ル
施
設
と
し
て
、
推
進
協
実

地
研
修
施
設
（
1
〜
2
施
設
）
の
参
加
。

厚労省からユニットケア研修で協力依頼

懸上高齢者支援
課課長補佐

介
護
関
連
審
議
会
等
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

■
８
月
22
日
（
金
）

平
成
26
年
度
第
１
回
全
国
支
部
長
会
（
大
阪

市
北
区
・
大
阪
中
央
公
会
堂
）

■
9
月
4
日
（
木
）

第
23
回
介
護
保
険
委
員
会
（
東
京
都
港
区
・

Ａ
Ｐ
浜
松
町
）

■
9
月
5
日
（
金
）

平
成
26
年
度
第
2
回
執
行
委
員
会
（
東
京
都

港
区
・
Ａ
Ｐ
品
川
）

【
今
後
の
予
定
】

□
９
月
29
日
（
月
）
16
時
〜
19
時

第
１
０
９
回
介
護
給
付
費
分
科
会
ヒ
ア
リ
ン

グ
（
東
京
都
）

　

田
伏
全
国
支
部
長
会
代
表
が
第
１
回
支
部

長
会
議
に
つ
い
て
、
藤
村
介
護
保
険
委
員
長

が
第
23
回
介
護
保
険
委
員
会
に
つ
い
て
、
事

務
局
が
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
事
業
推
進
会
議

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
経
緯
と
結
果
を
報
告

し
＝
２
面
記
事
参
照
＝
、
議
題
の
審
議
に

入
っ
た
。
審
議
結
果
は
以
下
の
通
り
。

第
１
号
議
案
（
第
1
０
９
回
介
護
給
付
費
分

科
会
事
業
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て
）　

先

の
介
護
保
険
委
員
会
の
討
議
結
果
＝
２
面
に

記
載
＝
を
基
本
的
に
了
承
。
赤
枝
会
長
の
指

摘
も
あ
り
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
看
取
り
や
多

床
室
の
室
料
徴
収
な
ど
重
点
を
絞
っ
て
意
見

を
述
べ
、
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
の
必
要
性
や
評

価
を
強
調
す
る
方
針
を
確
認
し
た
。
ヒ
ア
リ

ン
グ
の
出
席
者
は
藤
村
委
員
長
、
諸
隈
正
剛

副
会
長
の
２
人
＝
発
言
要
旨
は
次
号
に
掲
載

予
定
＝
。

第
２
号
議
案（
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
に
つ
い
て
）

　

制
作
中
の
研
修
ノ
ー
ト
（
講
義
用
資
料
）

に
つ
い
て
修
正
を
含
め
、
意
見
を
求
め
る
こ

と
に
し
た
。

第
３
号
議
案
（
人
材
育
成
支
援
奨
励
金
に
つ

い
て
）　

ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
と
管
理

者
研
修
の
受
講
料
の
２
割
程
度
を
交
付
し
、

平
成
27
年
度
の
実
施
を
目
指
す
。

第
４
号
議
案
（
賛
助
会
員
の
募
集
な
ら
び
に

会
費
に
つ
い
て
）　

法
人
会
員
１
口
２
万
円
、

５
口
以
上
で
特
典
付
与
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

推
進
協
ニ
ュ
ー
ス
の
無
料
広
告
な
ど
）。
個

人
会
員
５
千
円
。
近
く
要
項
を
作
成
す
る
。 田伏支部長会代表

【
第
1
号
議
案
】（
今
年
度
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
に
つ
い
て
）　

年
12
回
を
予
定
。
決
定
は

鳥
取
、
神
奈
川
、
静
岡
、
沖
縄
の
4
か
所
。

【
第
２
号
議
案
】（
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
締
結

拡
大
に
向
け
て
）　

８
月
22
日
現
在
。
都
道

府
県
21
、
政
令
指
定
都
市
10
。

【
第
３
号
議
案
】（
人
材
育
成
支
援
奨
励
金
に
つ

い
て
）　

ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
、
管
理

者
研
修
と
も
受
講
料
の
２
割
程
度
を
交
付
す

る
（
１
人
、
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
２
万

円
程
度
、
管
理
者
研
修
７
、２
０
０
円
程
度

を
交
付
）。

【
第
４
号
議
案
】（
会
員
・
賛
助
会
員
の
拡
大

に
つ
い
て
）　

理
事
会
で
賛
助
会
員
の
金
額

や
特
典
な
ど
を
決
定
す
る
。

【
第
５
号
議
案
】
そ
の
他
（
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー

ダ
ー
実
地
研
修
施
設
に
つ
い
て
）　

井
手
明

利
支
部
長
兼
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
事
業
推
進

室
副
室
長
よ
り
、
厚
労
省
内
に
質
を
高
め
る

た
め
の
見
直
し
の
動
き
が
あ
り
、
推
進
協
へ

ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
の
あ
り
方
研
究
計

画
へ
の
協
力
依
頼
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

（
報
告
）。

藤村介護保険委員長

第
２
回
執
行
委
員
会
（
９
月
５
日
）

「
第
１
回
支
部
長
会
議
の
審
議
結
果（
概
要
）」
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9
月
4
日
、
推
進
協
は
東
京
都
港
区
の
Ａ
Ｐ

浜
松
町
で
、
第
23
回
介
護
保
険
委
員
会
（
藤
村

二
朗
委
員
長
）
を
開
き
、
29
日
の
第
１
０
９
回

度
か
ら
新
項
目
を
実
施
す
る
こ
と
を
決
め

た
。
推
進
事
業
合
同
会
議
を
経
て
、
次
年
度

に
調
査
員
及
び
実
地
研
修
施
設
を
対
象
と
し

た
勉
強
会
を
開
催
し
、
新
項
目
の
周
知
を
図

る
こ
と
に
な
る
。

第
３
号
議
案　

平
成
26
年
度
実
地
研
修
施
設

再
調
査
・
新
規
募
集
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
度
の
新
規
実
地
研
修
施
設
募
集

説
明
会
は
、12
月
に
大
阪
と
東
京
で
開
催
し
、

今
年
度
の
再
調
査
及
び
新
規
調
査
は
、
現
行

の
２
９
６
項
目
で
行
う
。

第
4
号
議
案　

平
成
26
年
度
指
導
者
養
成
研

修
に
つ
い
て

　

12
月
中
旬
に
行
な
う
。

第
5
号
議
案　

平
成
27
年
度
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア

研
修
募
集
時
期
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
度
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
案
）
日
程

を
承
認
し
た
。

第
６
号
議
案　

そ
の
他　

・
受
講
辞
退
申
請
期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
の

キ
ャ
ン
セ
ル
料
に
つ
い
て　

平
成
27
年
度
か

ら
50
％
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料
を
請
求
す
る
こ
と

を
決
め
た
。

　

以
上
、
可
決
さ
れ
た
議
案
は
、
9
月
5
日

の
執
行
委
員
会
を
経
て
、
次
回
推
進
事
業
合

同
会
議
で
審
議
す
る
。

「採用困難」解消が課題（介護労働安定センター調べ）

更
に
な
っ
た
場
合
、
契
約
締
結
か
ら
２
年
を
迎

え
る
実
地
研
修
施
設
の
再
調
査
を
新
項
目
で
行

う
か
の
審
議
も
必
要
に
な
り
、
新
項
目
に
つ
い

て
調
査
員
や
実
地
研
修
施
設
を
対
象
に
勉
強
会

を
開
く
必
要
が
あ
る
。
次
回
推
進
室
会
議
で
再

度
検
討
す
る
。

第
２
号
議
案　

そ
の
他

○
講
義
用
資
料
（
案
）
に
つ
い
て　

阪
田
震
一

編
集
主
纂
（
関
東
福
祉
専
門
学
校
校
長
）
か
ら
、

現
況
に
つ
い
て
報
告
あ
り
。
委
員
か
ら
は
「
新

講
義
用
資
料
の
指
導
者
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
必

要
」
と
い
っ
た
意
見
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
こ
の
会
議
に
は
、
厚
労
省
と
三
菱
総
研

か
ら
４
名
が
参
加
。推
進
協
に「
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー

ダ
ー
研
修
の
あ
り
方
研
究
」
へ
の
協
力
依
頼
が

あ
っ
た
＝
１
面
に
記
載
あ
り
＝
。

　

８
月
28
日
、
推
進
協
は
東
京
都
港
区
の
Ａ
Ｐ

品
川
で
、
第
３
回
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
事
業
推

進
室
会
議
を
開
き
、
研
修
に
関
す
る
６
議
案
を

了
承
し
た
。

第
1
号
議
案　

研
修
ノ
ー
ト
（
講
義
用
資
料
）

の
内
容
確
認
に
つ
い
て
（
略
）

第
２
号
議
案　

実
地
研
修
施
設
選
定
調
査
項
目

（
案
）
に
つ
い
て

　

今
期
の
新
項
目
採
用
は
見
送
り
、
平
成
27
年

　

8
月
21
日
、
推
進
協
は
東
京
都
港
区
の
Ａ
Ｐ

品
川
で
、
臨
時
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
事
業
推
進

室
会
議
を
開
き
、
実
地
研
修
施
設
の
調
査
項
目

な
ど
に
つ
い

て
話
し
合
っ

た
。

第
１
号
議
案

　

実
地
研
修

施
設
選
定
調

査
票
に
つ
い

て　

調
査
票

の
項
目
の
変

更
に
つ
い
て

意
見
を
出
し

合
っ
た
。
変

(3) （2）

● 1日：小規模デイは「18 人以下」　地域密着型移行で方針（厚生労働省）、介
護報酬改定へ 14 年度調査に協力要請（厚生労働省老健局）
● 8日：老健施設、在宅復帰の在り方議論（厚労省）、介護保険、年間利用者
566 万人で過去最高（厚労省）、介護療養の「機能」は必要、柔軟運用求める声も（介
護給付費分科会）
● 12 日：「親の介護は家族が」は 56.7％（国立社会保障・人口問題研究所）、採
用が困難、介護人材の不足感 56.5％（介護労働安定センター）
● 13 日：認知症対策で連絡システム構築を（東京都）、ベトナムのＥＰＡ看護師・
介護士候補者が到着（厚労省）
● 20 日：介護の魅力「人の役に立つことを実感」（日本介護クラフトユニオン）
● 22 日：在宅介護でストレス８割　３人に１人「憎しみ」も（連合）
● 23 日：「採用困難」解消が課題（介護労働安定センター）
● 25 日：“ 市町村事業 ”なら要介護認定前でも可（厚労省）
● 26 日：雇用管理改善モデルの構築など示す（厚労省）
● 27 日：認知症対策や介護施設防火対策など推進（厚労省）、総合確保方針の
進捗状況を確認（「医療に関するプロジェクトチーム」「介護に関するプロジェク
トチーム」、厚生労働部会）
● 28 日：通所系と介護系、一体的な評価を（厚労省・介護給付費分科会）

9 月の『１行ニュース』まとめ
推進協ホー

ムページと
連動

推進協ホームページで毎日更新している「1行ニュース』1か月分のタイトルを
まとめました。

Vol.83

〒 573-1178　大阪府枚方市渚西 2-7-30　TEL072-890-0600　FAX072-890-0601
【特養】定員 70名【ショートステイ】10名【デイサービス】35名

※日付は１行ニュースにアップした日。

社会福祉法人大潤会

特別養護老人ホーム  御殿山カーム
大阪府枚方市

ピックアップ
1行ニュース

▽
臨
時
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修

事
業
推
進
室
会
議

全
国
研
修
大
会
in
千
葉

実
行
委
員
会
報
告

Vol.84
社会福祉法人邦友会
特別養護老人ホーム  新宿けやき園

東京都新宿区

　

8
月
19
日
、

沖
縄
支
部
は
国

頭
郡
恩
納
村
の

特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
谷
茶
の

丘
（
玉
城
篤
子
施

設
長
）
で
、
ユ

ニ
ッ
ト
ケ
ア
施

設
職
員
を
対
象

に
、
平
成
26
年

度
沖
縄
支
部
地

域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
を
開
い

た
。
約
40
名
が
参
加
し
、
認

知
症
と
個
別
ケ
ア
に
つ
い
て

学
習
し
た
。

　

第
１
部
の
「
認
知
症
に
つ

い
て
考
え
よ
う
！
」
で
上
里

絹
代
研
修
部
長
（
東
雲
の
丘
・

統
括
本
部
長
）
は
、
脳
の
断
面
図
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ

画
像
を
見
な
が
ら
、
認
知
症
の
原
因
別
に
症

状
を
詳
し
く
説
明
し
た
。
ま
た
認
知
症
の
人

へ
の
対
応
の
心
得
と
し
て「
３
つ
の
な
い（
驚

か
せ
な
い
、
自
尊
心
を
傷
つ
け
な
い
、
急
が

せ
な
い
）」
を
示
し
、「
認

知
症
の
あ
り
方
は
特
別
な

こ
と
で
は
な
く
、
ご
く
普

通
の
こ
と
を
全
員
が
普
通

に
出
来
る
こ
と
で
あ
り
、

知
識
よ
り
も
そ
の
人
の
こ

だ
わ
り
を
実
践
す
る
こ
と

が
大
事
」
と
話
し
た
。

　

第
２
部
を
担
当
し
た
前

黒
島
智
司
受
入
担
当
（
東

雲
の
丘
・
次
長
）
は
「
介

護
現
場
で
認
知
症
を
考
え

る
」
の
中
で
『
パ
ー
ソ
ン

ド
ケ
ア
』
を
紹
介
し
、「
高

齢
者
福
祉
施
設
職
員
は
介

護
の
プ
ロ
と
し
て
、
認
知

症
高
齢
者
を
理
解
す
る
こ

と
が
大
事
で
、『
現
在
』
の

み
で
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
過
去
か
ら
現
在

に
至
る
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
っ
て

き
た
か
を
知
り
、
本
人
の
思
い
に
寄
り
添
う

ケ
ア
を
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
」
と

話
し
た
。

認知症について考える
沖縄支部地域ネットワーク会

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
会
議
報
告

〒 169-0073　東京都新宿区百人町 4-5-1　TEL03-3367-1601　FAX03-3367-1602
【特養】定員 100 名【ショートステイ】10名【デイサービス】24名

▽
第
３
回
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修

事
業
推
進
室
会
議

　

御
殿
山
カ
ー
ム
（
吉
田
潤
理
事
長
）
は
、
京
阪
本

線
の
御
殿
山
駅
か
ら
徒
歩
5
分
ほ
ど
の
便
利
な
場
所

に
建
つ
。
駅
か
ら
は
近
い
が
県
道
か
ら
は
少
し
中
に

入
っ
て
い
る
た
め
静
か
で
、
施
設
の
正
面
に
は
水
田

が
あ
り
青
々
と
し
た
稲
穂
が
揺
れ
て
い
る
。

　
「
ス
タ
ッ
フ
が
大
事
。
職
員
教
育
に
力
を
入
れ
て

い
る
」と
い
う
伊
與
木
文
彦
施
設
長
に
話
を
聞
い
た
。

設
立
10
周
年
を
皆
で
祝
お
う
！

　

御
殿
山
カ
ー
ム
は
、今
年
設
立
10
周
年
を
迎
え
る
。

10
周
年
に
あ
た
っ
て
の
抱
負
を
聞
い
た
。

　
「
今
年
の
目
標
は
み
ん
な
で
お
祝
い
す
る
こ
と
。

そ
の
ひ
と
つ
は
夏
祭
り
。
い
つ
も
よ
り
更
に
盛
大

に
行
う
。
ふ

た
つ
め
は
と

に
か
く
全
員

で
外
出
！
実

際
に
は
体
調

等
で
無
理
か

も
し
れ
な
い
。

近
く
の
公
園

や
施
設
の
庭

へ
の
外
出
に

な
る
方
も
い

る
で
し
ょ
う
。

と
に
か
く
瞬
間

で
も
良
い
か
ら
施
設
の
外
に
全
員
で
出
ら
れ
た
ら
と

考
え
て
い
る
。
1
時
間
の
外
出
が
大
丈
夫
な
方
は
、

大
阪
の
方
に
は
な
じ
み
あ
る
太
陽
の
塔
の
あ
る
万
博

公
園
に
外
出
を
企
画
し
て
い
る
」

要
介
護
５
か
ら
要
介
護
２
へ

　

ベ
ラ
ン
ダ
の
プ
ラ
ン
タ
ー
へ
水
や
り
に
、
じ
ょ
う

ろ
を
片
手
に
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
入
居
者
。
施
設

で
は
よ
く
見
か
け
る
光
景
だ
が
、
そ
の
方
が
入
居
時

は
要
介
護
5
だ
っ
た
と
聞
き
び
っ
く
り
。
現
在
は
要

介
護
2
ま
で
に
改
善
。

伊
與
木
施
設
長
は
「
何

よ
り
ス
タ
ッ
フ
の
取
り

組
み
が
素
晴
ら
し

か
っ
た
。
ま
ず
は
薬
を
や
め
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
、

ス
タ
ッ
フ
が
一
生
懸
命
で
し
た
」
と
話
し
た
。

「
い
つ
も
の
言
葉
い
ら
ん
」

　

伊
與
木
施
設
長
が
「
あ
ら
あ
ら
、
ど
ち
ら
の
綺
麗

な
方
か
と
思
っ
た
ら
Ｔ
さ
ん
や
な
い
で
す
か
〜
」
と

明
る
く
声
か
け
を
す
る
。
す
か
さ
ず
「
い
つ
も
の
言

葉
い
ら
ん
」
と
照
れ
る
よ
う
に
返
事
す
る
Ｔ
さ
ん
。

　

Ｔ
さ
ん
は
認
知
症
で
短
期
記
憶
が
難
し
い
そ
う

だ
。
そ
れ
で
も
毎
日
声
か
け
を
続
け
て
き
た
こ
と
で

「
い
つ
も
の
言
葉
い
ら
ん
」
と
言
っ
て
く
れ
る
ま
で

に
な
っ
た
。

施
設
を
「
わ
が
家
」
に

　

セ
ミ
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス

ペ
ー
ス
を
挟
ん
で
1
フ

ロ
ア
ー
に
2
ユ
ニ
ッ
ト

の
作
り
。
ユ
ニ
ッ
ト
間

を
自
由
に
行
き
交
う
入

居
者
が
多
い
。

　

廊
下
に
は
毎
日
の
日

課
で
あ
る
亀
を
見
に
車

椅
子
で
来
る
人
、
隣
の

ユ
ニ
ッ
ト
で
行
な
う
「
女

子
会
」
に
遊
び
に
出
か
け
る
人
、
何
人
か
で
仲
良
く

テ
レ
ビ
を
囲
む
人
た
ち
、
長
い
ソ
フ
ァ
ー
に
1
人
で

気
持
ち
良
さ
そ
う
に
寝
て
い
る
人
。
入
居
者
が
「
わ

が
家
」
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
暮
ら
し
を
楽
し
ん
で

い
る
様
子
が
見
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
生
活
の
な
か
で
自
己
選
択
、
自
己
決
定
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
ユ
ニ
ッ
ト
で
調
理
の
際
に
頭

に
巻
く
バ
ン
ダ
ナ
を
本
人
に
選
ん
で
も
ら
う
。
普
段

は
頭
に
か
ぶ
る
の
を
嫌
が
る
方
も
、
鏡
を
目
の
前
に

置
く
と
、
自
然
と
全
員
が
自
分
で
頭
に
巻
い
て
、
外

す
こ
と
も
な
い
そ
う
だ
。

　

新
宿
け
や
き
園
（
高
木
邦
格
理
事
長
）
は
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
、
障
害
者
支
援
施
設
と
の
複
合
型
施
設

で
あ
り
保
健
医
療
・
福
祉
・
教
育
施
設
を
総
合
的
に
展

開
し
て
い
る
。
グ
ル
ー
プ
な
ら
で
は
の
、
広
範
な
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
、
グ
ル
ー
プ
施
設
間
の
相
互
連

携
に
よ
り

横
断
的
な

福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
実

施
し
て
い

る
。

　

１
０
０

歳
を
超
え

て
か
ら
の

入
所
も
あ

る
と
い
う

新
宿
け
や

き
園
の
杉

原
素
子
施
設
長
と
川
島
み
ど
り
統
括
係
長
に
施
設
の

取
組
み
に
つ
い
て
看
取
り
を
中
心
に
話
を
聞
い
た
。

な
じ
み
の
関
係
を
大
事
に

　

個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
の
良
さ
に
つ
い
て
お
二
人
は
、

「
当
施
設
は
、
平
成
20
年
の
開
設
当
時
に
は
、
新
宿

区
内
で
初
め
て
の
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
で
し
た
。

個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
の
良
さ
に
つ
い
て
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー

ダ
ー
達
と
話
を
し
た
時
に
、
10
人
と
い
う
少
人
数
で

な
じ
み
の
関
係
が
作
り
や
す
い
と
こ
ろ
が
良
い
と
彼

ら
は
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
な
じ
み
の
関
係
は
良
い

で
す
ね
」（
杉
原
施
設
長
＝
以
下
杉
原
）「
入
居
者
さ

ん
も
自
分
の
ユ
ニ
ッ
ト
の
職
員
を
み
る
と
安
心
し
た

顔
に
な
り
ま
す
。
10
人
の
入
居
者
さ
ん
と
ユ
ニ
ッ
ト

職
員
で
1
つ
の
大
家
族
と
い
う
感
じ
で
す
」（
川
島

統
括
係
長
＝
以
下
川
島
）
と
話
し
た
。

複
合
型
施
設
な
ら
で
は
の
取
組
み

　

お
母
さ
ん
が
老
人
福
祉
施
設
に
入
居
し
て
い
て
、

子
供
さ
ん
が
障
害
者
支
援
施
設
に
入
居
し
て
い
る
方

が
２
組
あ
り
、「
複
合
型
な
ら
で
は
の
取
組
み
と
し

て
障
害
者
支
援
施
設
の
個
別
支
援
計
画
に
〝
お
母
さ

ん
に
会
い
に
行
く
〞と
い
う
プ
ラ
ン
が
入
っ
て
い
る
」

（
杉
原
）「
同
じ
建
物
内
な
の
で
、
気
軽
に
会
い
に
い

け
る
の
が
良
い
で
す
ね
」（
川
島
）。
難
し
い
点
も
あ

る
が
施
設
内
で
連
携
し
て
ご
利
用
者
が
望
む
外
出
を

企
画
し
て
い
る
そ
う
だ
。

看
取
り
の
取
組
み

・
医
療
と
の
連
携

　

看
取
り
に
は
医
療
と
の
連
携
が
か
か
せ
な
い
。
同

じ
グ
ル
ー
プ
の
国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院
と
提

携
し
て
い
て
、
週
に
３
回
医
師
（
内
科
医
２
人
、
精

神
科
医
１
人
）
が
訪
問
診
療
し
て
い
る
。
看
取
り
に

つ
い
て
も
基
本
的
な
ル
ー
ル
を
決
め
て
お
り
、
施
設

と
病
院
の
連
携
が
で
き
て
い
る
。

　
「
同
じ
建
物
内
の
障
害
者
支
援
施
設
に
24
時
間
看

護
師
が
い
る
の
も
大
き
い
で
す
。」（
杉
原
）

・
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
職
員
だ
か
ら
こ
そ

　
「
私
自
身
、
看
取
り
に
対
し
て
前
向
き
で
な
か
っ

た
け
れ
ど
、
２
回
看
取
り
を
し
て
最
後
の
最
後
ま
で

支
援
し
た
い
と
い
う
感
覚
に
変
わ
り
ま
し
た
。
看

取
り
を
行
う
上
で
職
員
に
不
安
は
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
最
後
の
２
、３
日
し
か
関
わ
り
の
少
な
い
外
部

の
医
療
機
関
が
看
取
る
よ
り
も
、
何
年
も
関
係
を
築

い
て
き
た
私
達
が
昔
か
ら
の
会
話
や
普
段
の
生
活
の

環
境
で
あ
た
た
か
く
最
後
ま
で
支
援
し
た
い
。
そ
う

い
う
中
で
最
期
を
迎
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
話
し
ま

し
た
」（
川
島
）

　
「
病
院
な
ら
最
後
ま
で
点
滴
な
ど
で
治
療
で
き
ま

す
が
生
活
施
設
で
は
何
も
で
き
ま
せ
ん
。
病
院
か

ら
禁
飲
食
、
看
取
り
で
退
院
さ
れ
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
で
も
ユ
ニ
ッ
ト
職
員
だ
か
ら
こ
そ
出

来
る
事
が
あ
り
ま
す
。
食
べ
た
い
も
の
を
召
し
上

が
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。『
こ
の
方
、
甘
い
も
の
好

き
だ
っ
た
よ
ね
？
甘
い
ジ
ュ
ー
ス
で
口
を
し
め
ら
せ

た
ら
？
』『
歌
が
好
き
だ
っ
た
か
ら
Ｃ
Ｄ
を
流
し
ま

し
ょ
う
』。
今
ま
で
の
生
活
の
中
か
ら
自
然
と
ア
イ

デ
ィ
ア
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
回
数
を
重
ね
て
少
し

ず
つ
良
い
看
取
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
」（
川
島
）

　
「
看
取
り
は
本
当
に
良
い
と
思
い
ま
す
よ
。
夕
方

の
17
時
に
お
や
つ
を
食
べ
て
、
最
後
の
最
後
ま
で
、

し
っ
か
り
ご
は
ん
を
食
べ
て
。
ご
家
族
に
見
守
ら
れ

て
亡
く
な
ら
れ
た
方
が
い
ま
し
た
」（
杉
原
）

　
「
最
後
ま
で
食
べ
ら
れ
る
方
、
食
べ
ら
れ
な
い
方

様
々
で
す
。
食
欲
が
な
い
方
に
は
栄
養
課
も
協
力
し

て
く
れ
ま
す
。
体
調
が
悪
く
て
も
麺
類
な
ら
食
べ
ら

れ
る
と
い
う
方
に
は
、
毎
食
、
麺
類
を
出
し
て
く
れ

ま
す
。
旅
立
ち
の
衣
装
の
準
備
な
ど
、
ご
家
族
と
も

色
々
な
話
を
し
ま
す
。
最
後
は
清
拭
か
ら
エ
ン
ゼ
ル

ケ
ア
な
ど
を
一
緒
に
行
い
ま
す
。」（
川
島
）

・
看
取
り
へ
の
提
言

　
「
看
取
り
を
進
め
る
に
は
医
師
と
の
連
携
は
か
か

せ
な
い
で
す
ね
。
ま
た
最
終
的
に
は
ご
家
族
と
施
設

と
の
信
頼
関
係
で
す
。
看
取
り
を
さ
れ
た
方
は
〝
最

期
が
こ
こ
で
本
当
に
良
か
っ
た
〞
と
言
っ
て
く
だ
さ

い
ま
す
が
、
同
意
さ
れ
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
同
意
が
な
い
と
看
取
り
に
入
れ
な
い
。
最
終
的

に
は
〝
家
族
間
の
迷
い
〞
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
ね
。

ご
家
族
間
の
意
志
の
統
一
が
大
事
。提
言
と
し
て
は
、

将
来
は
こ
う
し
た
い
と
予
め
決
め
て
お
い
た
ほ
う
が

よ
い
と
思
い
ま
す
。
迷
い
な
が
ら
も
こ
の
取
組
み
を

維
持
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」（
杉
原
）

（1）1年間の離職率の状況は、全体では
16.6％（17.0％）だった。また採用率の状
況は全体では21.7％（23.3％）だった。
（4）介護職員処遇改善加算に伴う経営面
での対応状況を見ると、「一時金の支給」
が60.9％（55.6％）、「諸手当の導入・引き
上げ」が48.6％（44.1％）、「基本給の引き
上げ」が29.4％（26.5％）、「教育研修の充

実」が20.3％（20.9％）。
（5）労働者の所定内賃金 [月給の者 ]は
212,972円（211,900円）だった。
（6）仕事を選んだ理由のうち、「働きがい
のある仕事だから」が54.0％（54.9％）と
なっている。
※（2）（3）（7）は略（介護労働安定センター
ＨＰに全調査結果あり）。

（　）内は前年度を表す。＜平成 25年度実態調査の概要＞

　

８
月
27
日
、
千
葉
支
部
は
６
回
目
の
全
国
研

修
大
会
in
千
葉
実
行
委
員
会
会
議
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会

議
）
を
開
い
た
。

議
題
1　

参
加
申
込
状
況
（
略
）

議
題
2　

大
会
案
内
第
２
弾　

8
月
26
日
に
千

杉原施設長（左）と川島統括係長

第
23
回
介
護
保
険
委
員
会

事
業
者
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
向
け
対
応
協
議

葉
県
、
東
京
都
全
域
及
び
茨
城
県
、
埼
玉
県
の

一
部
の
高
齢
者
施
設
に
全
国
大
会
案
内
を
送

付
。

議
題
3　

県
内
会
員
施
設
申
込
み
に
つ
い
て　

千
葉
県
内
会
員
施
設
職
員
の
申
込
み
を
9
月
20

日
ま
で
に
行
な
い
、次
回
会
議
時
（
9
月
24
日
）

に
参
加
者
数
の
目
安
を
つ
け
、
次
の
営
業
を
検

討
す
る
。

議
題
4　

第

3
分
科
会
現

況
報
告（
略
）

議
題
5　

第

4
分
科
会
現

況
報
告　

テ
ー
マ
は

『
施
設
に
な

ん
て
入
居
し

た
く
な
い
？

〜
自
分
達
が

入
り
た
い
施

設
を
目
指
し

て
〜
』。
千

介
護
給
付
費
分
科
会
事
業
者
団
体
ヒ
ア
リ
ン

グ
の
対
応
を
協
議
し
た
。

　

藤
村
委
員
長
が
作
成
し
た
資
料
を
基
に
討

議
し
た
結
果
、
焦
点
の
１
つ
で
あ
る
看
取
り

に
つ
い
て
一
定
条
件
の
下
で
「
看
取
り
配
置

医
師
加
算
」（
仮
称
）
の
創
設
を
提
案
す
る

こ
と
や
、
多
床
室
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
確
保
の

重
要
性
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と

を
決
め
た
。
ま
た
消
費
税
再
引
き
上
げ
へ
の

対
応
や
、
小
規
模
多
機
能
事
業
の
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
が
行
う
看
取
り
の
評
価
に
つ
い
て
も

触
れ
る
こ
と
に
し
た
。

【
主
な
論
点
】（
第
１
０
４
回
介
護
給
付
費
分

科
会
資
料
よ
り
概
略
）

１
．
医
療
提
供
体
制
や
介
護
報
酬
上
の
評
価

の
在
り
方
に
つ
い
て

２
．
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
多
床
室

３
．
居
住
費
の
利
用
者
負
担
の
在
り
方

４
．
小
規
模
多
機
能
居
宅
介
護
等
の
整
備
の

促
進
策

５
．
地
域
密
着
型
の
都
市
部
等
の
地
域
に
お

け
る
整
備
の
方
策

６
．
報
酬
上
の
加
算
の
在
り
方
に
つ
い
て

全
国
研
修
大
会
in
千
葉

一
人
ひ
と
り
の
幸
せ
を
大
切
に

〜
夢
の
国
で
語
ろ
う
！
未
来
の
福
祉
〜

　推進協ホーム
ページからお申込
みください（他社
ホームページへ
ジャンプします）。

参加申込み
受付中！

（10月 10日締切）

締め切り間近です！
お急ぎください！

　ディズニーランドが近
い！海が近い！当日はチー
バくんもやってきます！

11 月 13 日 ( 木 ) ～
14 日 ( 金 )

葉
支
部
が
行
な
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
施
設
に

入
り
た
く
な
い
」
と
思
っ
て
い
る
職
員
が
大
半

を
占
め
た
こ
と
を
基
に
、
施
設
で
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
。
会
場
内
か

ら
意
見
を
聴
取
す
る
参
加
型
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
行
う
。

　

次
回
実
行
委
員
会
は
9
月
24
日
（
水
）
14
時

か
ら
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
を
予
定
。

委員会で発言する赤枝会長


